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〒399-3502 長野県下伊那郡大鹿村大字大河原354 ホームページアドレス http://www.vill.ooshika.nagano.jp 電子メールアドレス info@vill.ooshika.lg.jp
人口 992人（±0）／男 484人（+1）／女 508人（－1）／世帯数 491戸（+1） 令和2年5月１日現在 ※（ ）内は前月比 ◇印刷／龍共印刷株式会社

おしらせ版おしらせ版 No.282 広報バックナンバーを
村のホームページから
ご覧になれます。

ま
た
、
令
和
元
年
度
で
は
、
６
４

９
件
、
８
３
０
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
中
に

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付

金
は
、
経
費
を
除
い
た
金
額
を
、
一

旦
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」
に
積

み
立
て
、
令
和
２
年
度
に
実
施
す
る

事
業
に
当
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予定事業寄付金額（円）取組み内容
河川清掃及び草刈作業費
景観整備活動事業３,４００,０００「日本で最も美しい村」づくり

（景観・環境）に関する事業１

森林造成事業（間伐・枝打ち等）８５０,０００森林整備、水源かん養に関する
事業２

小・中学校用備品購入事業１,３１０,０００教育の推進及び文化の保全に
関する事業３

保育所備品整備８１０,０００福祉に関する事業４

村内統一案内看板設置事業１,９３０,０００その他の目的のために村長が
認めた事業５

村制１３０周年記念事業
記念式典

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
大
鹿
応
援
寄
付
金
報
告

平
成
３０
年
度
『
ふ
る
さ
と
大
鹿
応
援
寄
付
金
』
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
の
皆
様
か
ら
７
０
７
件
、総
額
９
１
９
万
円
に
も
及
ぶ
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和
元
年
度
で
実
施
し

事業費（円）使 途寄付金額（円）取組み内容

５,０４４,３９４景観整備活動事業４,６８３,０００「日本で最も美しい村」づくり
（景観・環境）に関する事業１

１１,１３９,９８３森林造成事業
（間伐・枝打ち等）９５０,０００森林整備、水源かん養に関す

る事業２

３,５６４,０００中央構造線博物館
改修事業１,２８２,０００教育の推進及び文化の保全に

関する事業３

２３７,６００,０００保育所建設事業９４５,０００福祉に関する事業４

３,６８７,６９７村制１３０周年記念事業１,３３０,０００その他の目的のために村長が
認めた事業５

た
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
へ
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（
な
お
、
寄
付

金
額
よ
り
経
費
を
除
い
た
金
額

を
充
当
し
て
お
り
ま
す
。）村制１３０周年記念事業

タイムカプセル
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村税・料金納付のお知ら村税・料金納付のお知らせせ

備考３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月課税月
税目（期）

年４回４３２１住民税普通徴収
年４回４3２１固 定 資 産 税
年１回１軽 自 動 車 税
毎 月１２１１１０98７６５４３２１国民健康保険税

5月の口座振替５月２５日（月） 納付書納期限６月１日（月）
6月の口座振替６月２５日（木） 納付書納期限６月３０日（火）

6月はここ!! ★引き落とし日の前営業日までに口座をご確認くだ
さい。

★納付書納付は、最寄りの金融機関又は役場会計に
てお願いします。

5月はここ!!

毎月の料金 焔保育料 焔介護保険料 焔住宅料 焔水道料
焔後期高齢者医療保険料 焔その他利用料等

●
資
金
収
支
計
算
書

賃
借
対
照
表
の
現
金
が
１
年
間
で

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
、
業

務
活
動
、
投
資
活
動
、
財
務
活
動
の

３
つ
に
区
分
し
収
支
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業
務
活
動

●
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

１
年
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

福
祉
活
動
や
ご
み
収
集
等
の
資
産
形

成
に
結
び
つ
か
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の

コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
を
表

し
た
も
の
で
す
。

「
経
常
費
用
」
か
ら
「
経
常
収
益
」

を
差
し
引
い
た
「
純
経
常
行
政
コ
ス

ト
」
が
、
村
税
や
地
方
交
付
等
の
一

般
財
源
で
賄
わ
れ
る
費
用
と
な
り
ま

す
。
前
年
度
よ
り
約
１・３
億
円
増
加

し
て
い
ま
す
。

●
純
資
産
変
動
計
算
書

賃
借
対
照
表
の
純
資
産
が
１
年
間

に
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
の
か
を
表

し
た
も
の
で
す
。

純
資
産
の
減
少
は
、
行
政
コ
ス
ト

が
多
く
か
か
っ
た
り
、
資
産
の
増
加

よ
り
負
債
の
増
加
が
多
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
度
末

の
純
資
産
は
固
定
資
産
等
の
減
少
に

よ
り
約
３
・
５
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

行政コスト計算書 （単位：千円）
金額科目名金額科目名
１１３,００７経常収益２,０８２,７６９経常費用
３２,６１２使用料及び手数料１,６２７,４４５業務費用
８０,３９５その他３４８,８１４人件費

１,９６９,７６２純経常行政コスト１,２６７,２６３物件費等
２７,４５５臨時損失１１,３６９その他の業務費用
２７,４５５資産除売却損４５５,３２４移転費用
５,８１４臨時利益２６２,９９３補助金等
５,８１４資産売却益８６,６２７社会保障給付

１０４,２８５他会計への繰出金
１,９９１,４０３純行政コスト１,４１８その他

純資産変動計算書
合計科目名
２０,６５３,８６６前年度末純資産残高
−１,９９１,４０３純行政コスト
１,６３３,７２９財源
１,３９４,９０５税収等
２３８,８２４国県等補助金
−３５７,６７５本年度差額

固定資産等の変動（内部変動）
−資産評価差額

９,５１４無償所管換等
−５０その他

−３４８,２１１本年度純資産変動額
２０,３０５,６５６本年度末純資産残高

（単位：千円）

資金収支計算書 （単位：千円）
金額科目名金額科目名

【財務活動収支】【業務活動収支】
１７２,１５４財務活動支出１,４６５,０７７業務支出
９２,４００財務活動収入１,６２２,９７３業務収入
−７９,７５４財務活動収支１５７,８９７業務活動収支
−２４１,５９４本年度資金収支額【投資活動収支】
４４５,６３４前年度末資金残高５６１,１９４投資活動支出
２０４,０４０本年度末資金残高２４１,４５７投資活動収入

−３１９,７３６投資活動収支
７,３１０本年度末歳計外現金残高

２１１,３５０本年度末現金預金残高

収
支
は
約
１・６
億
円
余
剰
が
あ
り
ま

し
た
が
、
公
共
施
設
整
備
等
の
資
産

形
成
等
に
係
る
投
資
活
動
収
支
及
び

地
方
債
の
返
済
等
に
係
る
財
務
活
動

収
支
が
約
４
億
円
不
足
し
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
資
金
収
支
は
２・４
億
円

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度

末
資
金
残
高
と
あ
わ
せ
て
３０
年
度
末

資
金
残
高
は
約
２
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
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大鹿村消防団の活動に、総務大臣より感謝状をいただきました。
この感謝状は、消防団員が全国的に減少傾向にある中で、大鹿村

消防団では女性班の設立等により、団員の人
数が過去１０年で最多となるなど、人員確保に
取り組む活動に対しいただいたものです。
地域防災力向上のため、今後とも消防団活

動に御理解いただきますようお願いします。

平
成
３０
年
度

財
務
書
類
を
公
表
し
ま
す

統
一
的
な
基
準
で
作
成
し
ま
し
た

平
成
３０
年
度
の
決
算
を
、
総
務
省

が
示
し
た
「
統
一
的
な
基
準
」
に
基

づ
く
財
務
４
表（
賃
借
対
照
表
、行
政

コ
ス
ト
計
算
書
、純
資
産
変
動
計
算

書
、資
金
収
支
計
算
書
）で
作
成
し
ま

し
た
。

村
が
保
有
す
る
資
産
や
負
債
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
経
費
等
を
わ
か

り
や
す
く
、「
発
生
主
義
」「
複
式
簿

記
」
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

●
賃
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

村
が
保
有
し
て
い
る
財
産（
資
産
）

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源

（
負
債
・
純
資
産
）で
賄
っ
て
き
た
か

を
総
括
的
に
対
照
し
た
一
覧
表
で
す
。

財
産
や
負
債
、
こ
れ
ま
で
の
資
産

形
成
の
結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。村

の
資
産
は
２
２
３・２
億
円
で
す
。

固
定
資
産
の
減
価
償
却
に
よ
り
前
年

度
よ
り
４
・
３
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

有
形
固
定
資
産
で
は
、
立
木
竹
が
約

５６
億
円
、工
作
物
で
約

５６

９８
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
道
路（
村
、林
道
）が
多
く
、

広
大
な
面
積
と
山
林
を
抱
え
る
大
鹿

村
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
固
定
資
産
は
今
後
も
維
持
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
世
代
が
負
担
す
る
金

額
は
２０・２
億
円（
前
年
度
比
０・９
億

円
減
）で
あ
り
、そ
の
大
部
分
は
地
方

債
で
す
。

純
資
産
は
、
道
路
や
建
物
等
の
整

備
の
財
源
と
し
て
受
け
た
国
や
県
の

補
助
金
や
、
税
金（
地
方
税
）な
ど
の

総
額
で
現
在
ま
で
の
世
代
が
負
担
し

て
き
た
金
額
で
す
。

貸借対照表
（平成３１年３月３１日現在） （単位：千円）

金額科目名金額科目名
【負債の部】【資産の部】

１,８４１,７２２固定負債２１,０３６,２２８固定資産
１,４１９,３３７地方債１９,５１１,８３９有形固定資産

−長期未払金９,４１９,９８９事業用資産
４１３,６６０退職手当引当金９,９０７,０５５インフラ資産

−損失補償等引当金６４８,１６０物品
８,７２５その他１,１８１無形固定資産

１８０,３０７流動負債１,５２３,２０７投資その他の資産
１４７,４２６１年内償還予定地方債４６,５６９投資及び出資金
２０,２９９賞与等引当金５,４７５長期貸付金
７,３１０預り金１,４６６,６３８基金
５,２７３その他１０,０００その他

−５,４７５徴収不能引当金
２,０２２,０３０負債合計１,２９１,４５８流動資産

【純資産の部】２１１,３５０現金預金
２２,１１３,７７４固定資産等形成分２,５６２未収金
−１,８０８,１１８余剰分（不足分）１,０７７,５４６基金

−棚卸資産
−その他

２０,３０５,６５６純資産合計−徴収不能引当金
２２,３２７,６８５負債及び純資産合計２２,３２７,６８５資産合計

総務大臣感謝総務大臣感謝状状
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令
和
元
年
度

長
野
県
森
林
づ
く
り
推
進

支
援
金
を
活
用
し
た
事
業
を

実
施
し
ま
し
た

皆
様
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
長
野

県
森
林
づ
く
り
県
民
税（
森
林
税
）を

活
用
し
た
、
森
林
づ
く
り
推
進
支
援

金
に
よ
り
、木
工
館
へ
薪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
と
、
平
成
３０
年
の
台
風
に

よ
り
被
害
の
あ
っ
た
鹿
塩
地
区
「
樽

本
の
滝
」
の
木
橋
・
手
摺
を
修
繕
し

ま
し
た
。

設置前

【「樽本の滝」木橋・手摺設置事業】
平成３０年の台風により、樽本の滝へ続く遊歩
道の木橋が破損し、通行ができなくなっており
ましたが、この度破損した木橋・手摺を村内産
のヒノキを使い修復しました。

【薪ステーション設置事業】
近年大鹿村では、道の駅や４月よりリニューアル

オープンした塩の里直売所等の公共施設に薪ストー
ブを設置しており、稼働時期に安定して薪を供給す
るため、木工館に薪ステーションを設置しました。

׉

マイナポイントの
予 約

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
営
農

に
関
す
る
相
談・技
術
指
導
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

い
。

◯
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

【
役
場

産
業
建
設
課
】

３
９−

２
０
０
１（
代
）

ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

◯相談できる日（５月～６月）
金木水火月
5/15
2221201918
2928272625
54326/1
12111098

相談可能時間：午前９時～午後３時まで
※相談可能日・時間は変更となる場合があります。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

׉
設置後

設置後設置前
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令
和
元
年
度
森
林
環
境
譲
与
税

の
使
途
に
つ
い
て

◯
森
林
環
境
譲
与
税
と
は

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
・
災
害

防
止
等
を
図
る
た
め
の
森
林
整
備
等

に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に
確

保
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
森
林

整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
事
業

（
森
林
経
営
管
理
制
度
）
を
行
っ
て

い
く
た
め
、
国
で
は
全
国
の
都
道
府

県
及
び
市
区
町
村
へ
令
和
元
年
度
か

ら
森
林
環
境
税
の
譲
与
を
開
始
し
ま

し
た
。

◯
当
村
に
お
け
る

令
和
元
年
度
森
林
環
境
譲
与
税

５
、５
１
０
、０
０
０
円

◯
令
和
元
年
度
の
使
途

①
ド
ロ
ー
ン
機
器
購
入
事
業

煙
目
的

急
傾
斜
地
が
多
い
村
内
の
森
林
を

効
率
良
く
調
査
し
、
森
林
の
保
全

や
管
理
を
進
め
る
た
め
調
査
用
ド

ロ
ー
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。

煙
金
額

３
７
７
、４
６
０
円

②
森
林
測
量
機
器
購
入
事
業

煙
目
的

当
村
は
山
林
の
未
国
調
地
が
多
く

存
在
し
て
お
り
、
今
後
の
森
林
経

営
管
理
制
度
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

境
界
の
明
確
化
が
必
要
と
な
る
た

め
、
森
林
測
量
機
器
を
導
入
し
ま

し
た
。

煙
金
額

９
８
１
、８
６
０
円

③
村
単
治
山
事
業

煙
目
的

平
成
３０
年
の
台
風
に
よ
り
山
林
の

法
面
が
崩
落
す
る
被
害
が
あ
っ
た

箇
所
に
つ
い
て
法
面
保
護
を
主
と

し
た
治
山
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

煙
金
額

３
、３
８
８
、０
０
０
円

煙
箇
所

鹿
塩
地
区

河
合

大
河
原
地
区

下
古
川

④
基
金
積
み
立
て

譲
与
さ
れ
た
額
か
ら
①
～
③
に
挙

げ
た
事
業
の
差
額
７
６
２
、６
８
０
円

に
つ
い
て
は
森
林
環
境
譲
与
税
の
基

金
と
し
て
積
立
て
ま
し
た
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ・ボ
イ
ラ
ー

薪
ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ
ー

の
補
助
金
申
請
に
つ
い
て

大
鹿
村
で
は
、
森
林
資
源
の
利
活

用
や
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る

た
め
、
令
和
２
年
度
よ
り
新
た
に
薪

ス
ト
ー
ブ
等
の
設
置
・
購
入
に
関
す

る
補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た
。
補
助

金
の
申
請
に
当
た
っ
て
は
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
役
場
産
業
建
設
課
農
林
振
興
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
建
設
課
農
林
振
興
係

３
９−

２
０
０
１

※
対
象
者
は
村
内
に
居
住
し
て
い
る

方
、
若
し
く
は
村
内
に
事
業
所
を

有
す
る
事
業
者
で
す
。

※
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー
は
長
野
県
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
循
環
利
用
普
及
促
進
事
業

実
施
要
領
に
定
め
る
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
薪
ス
ト
ー
ブ
に
関
し
て
は
、
煙
の

発
生
に
つ
い
て
排
煙
や
臭
い
を
抑

制
す
る
二
次
燃
焼
機
能
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る

ス
ト
ー
ブ
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
補
助
金
を
申
請
す
る
予
定
の

方
は
必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◯補助内容

補助限度額補助率対象設備

２０万円

設備の購入
及び

設置に要する
経費の２分の１以内

ペレットストーブ

ペレットボイラー

薪 ス ト ー ブ

薪 ボ イ ラ ー
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「
特
別
定
額
給
付
金
」が

支
給
さ
れ
ま
す

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
」
に
よ
り
、
感
染
拡

大
防
止
に
留
意
し
つ
つ
、
簡
素
な
仕

組
み
で
迅
速
か
つ
的
確
に
家
計
へ
の

支
援
を
行
う
た
め
、
全
国
一
律
の
制

度
と
し
て
、
特
別
定
額
給
付
金
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◯
給
付
対
象
者
及
び
受
給
権
者

①
給
付
対
象
者
は
、基
準
日（
令
和
２

年
４
月
２７
日
）に
お
い
て
、住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
と

な
り
ま
す
。

②
受
給
権
者
は
、
そ
の
方
の
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主
で
す
。

③
給
付
額
は
、
給
付
対
象
者
１
人
に

つ
き
１０
万
円
で
す
。

◯
給
付
金
の
申
請
及
び
給
付
の
方
法

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
給

付
金
の
申
請
は
「
郵
送
申
請
」
ま
た

は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
」
の
い
ず
れ

か
を
基
本
と
し
ま
す
。

◯「
郵
送
申
請
」の
方
法

村
か
ら
申
請
書
の
用
紙
を
５
月
１９

日
以
降
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押

印
し
、
添
付
資
料
と
一
緒
に
同
封
の

返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

煙
申
請
書（
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、押
印
し
た
も
の
）

煙
申
請
者
の
公
的
身
分
証
明
書
の
写

し（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、運
転

免
許
証
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、旅

券
な
ど
）

煙
振
込
先
金
融
機
関
の
確
認
で
き
る

書
類（
金
融
機
関
名
、口
座
番
号
、

口
座
名
義
人
の
わ
か
る
も
の
）

た
だ
し
、
村
に
既
に
登
録
さ
れ
て

い
る
口
座
の
場
合
は
不
要
で
す
。

◯「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
」の
方
法

既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
暗
証
番
号
、
振
込
口

座
の
確
認
書
類
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
ア
ク
セ
ス
し
申

請
し
ま
す
。

①
給
付
は
、
原
則
と
し
て
申
請
者
の

本
人
名
義
の
金
融
機
関
口
座
へ
の

振
込
み
に
よ
り
行
い
ま
す
。

②
申
請
書
の
手
続
き
が
済
み
次
第
、

順
次
、
振
込
を
行
い
ま
す
。

◯
申
請
書
の
提
出
期
限（
申
請
締
切
日
）

令
和
２
年
８
月
２１
日（
金
）

◯
詐
欺
に
注
意

「
個
人
情
報
」「
通
帳
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
」「
暗
証
番
号
」
の
詐
取
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど
が
現
金

自
動
預
払
機（
A
T
M
）の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど
が
「
特

別
定
額
給
付
金
」の
給
付
の
た
め
に
、

手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

この、記載例は、申請書の
送付時に同封されます

特別定額給付金申請書の記載例
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

大
鹿
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部（
総
務
課
）

現
在
、
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
で
は
、
感
染
者
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民
全
て
の

皆
様
に
次
の
３
点
に
つ
い
て
、
行
動

の
徹
底
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

①
人
と
の
接
触
を
８
割
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。

②
県
を
ま
た
ぎ
移
動
は
基
本
的
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
ご
家
族
の
帰
省
、
親
戚
、
知
人
の

方
の
来
訪
に
つ
い
て
も
控
え
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
、
次
の
点
に
つ
い
て
も
お

願
い
し
ま
す
。

煙
感
染
に
関
す
る
情
報
は
、
長
野
県

が
一
元
的
に
管
理
し
公
表
し
て
い

ま
す
の
で
、
噂
話
な
ど
人
を
介
し

た
情
報
を
拡
散
す
る
こ
と
は
、
不

安
や
混
乱
を
招
き
ま
す
。
公
式
な

情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

煙
感
染
を
疑
う
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
前
に
必
ず

飯
田
保
健
所
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

人との接触を人との接触を８割８割減らす、減らす、10のポイント10のポイント
緊急緊急事態宣言の中、誰もが感染するリスク、誰でも感染させるリスクがあります事態宣言の中、誰もが感染するリスク、誰でも感染させるリスクがあります。。

新型コロナウイルス感染症から、新型コロナウイルス感染症から、あなたあなたとと身近身近な人の命な人の命をを守れるよう、日常生活を見直してみましょう守れるよう、日常生活を見直してみましょう。。

１
オンライン帰省

ビデオ通話で スーパーは１人
または少人数で
すいている時間に

２ ３
公園はすいた時間、

場所を選ぶ

ジョギングは
少人数で

通販で

４ 待てる買い物は 飲み会は５
オンラインで 定期受診は間隔を調整

６ 診療は遠隔診療

自宅で動画を活用

７ 飲食は８
持ち帰り、
宅配も

通勤は医療・インフラ・
物流など社会機能維持
のために

仕事は在宅勤務９

会話は
マスクをつけて

３つの３つの３つの密密密ををを
避けましょう避けましょう避けましょう

１．換気の１．換気の１．換気の悪い悪い悪い密閉密閉密閉空間空間空間
２．多数が集まる２．多数が集まる２．多数が集まる密集密集密集場所場所場所

３．間近で会話や発声を３．間近で会話や発声を３．間近で会話や発声をするするする密接密接密接場面場面場面

手洗い・手洗い・
咳エチケット・咳エチケット・
換気や、健康換気や、健康管理管理
も、同様も、同様に重要です。に重要です。

筋トレやヨガは

10

イ
ル
ス
感
染
症
相
談
窓
口
」
へ
電

話
（

０
２
６
５−

５
３−

０
４

３
５
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

村
内
で
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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外
出
自
粛
中
の
い
ま
、
高
齢
者
と
し
て
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト

外
出
の
自
粛
等
が
長
期
間
続
き
、

「
動
か
な
い
こ
と
（
生
活
不
活
発
）」

が
増
え
る
と
、
身
体
や
頭
の
働
き
が

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
歩
く
こ
と

や
身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
生
活
動
作

が
行
い
に
く
く
な
っ
た
り
、
疲
れ
や

す
く
な
っ
た
り
し
、
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
が
進
ん
で
し
ま
う
可
能
性
も
高

く
な
り
ま
す
。

２
週
間
の
寝
た
き
り
に
よ
り
失
う

筋
肉
量
は
、
７
年
間
に
失
わ
れ
る
量

に
匹
敵
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ほ

ど
で
す
！

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
が
進
む
と
、
体

の
回
復
力
や
抵
抗
力
が
低
下
し
、
疲

れ
や
す
さ
が
改
善
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
が
重
症
化
し
や
す
い
傾
向
も
あ
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
、

抵
抗
力
を
下
げ
な
い
よ
う
に
注
意
が

必
要
で
す
。

◯
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
予
防
す
る
た

め
に

①
動
か
な
い
時
間
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。
自
宅
で
も
で
き
る
ち
ょ
っ
と

し
た
運
動
で
体
を
守
ろ
う
！

煙
座
っ
て
い
る
時
間
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。

立
っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
時
間
を
増

や
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
テ
レ
ビ
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
中
に
足
踏
み
を
す
る
な
ど
、

身
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

煙
筋
肉
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
！

関
節
も
固
く
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
な
自
宅
で
で
き

る
運
動
で
も
、
筋
肉
の
衰
え
予
防
に
役

立
ち
ま
す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
足
腰

の
筋
肉
を
強
め
る
運
動
も
有
効
で
す
。

煙
日
の
当
た
る
と
こ
ろ
で
散
歩
く
ら

い
の
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

天
気
が
良
け
れ
ば
、
屋
外
な
ど
解
放

さ
れ
た
場
所
で
身
体
を
動
か
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
散
歩
は
お
す
す
め
で
す
が
、

人
混
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
し
っ
か

り
食
べ
て
、
栄
養
を
つ
け
ま
し
ょ

う
！

バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
は
免
疫
力
を
維

持
す
る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。
多
様

性
に
富
ん
だ
食
事
を
３
食
欠
か
さ
ず
食

べ
る
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
栄
養
を
と
り
、
身

体
の
調
子
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に

身
体（
特
に
筋
肉
）を
作
る
大
切
な
栄
養

素
で
あ
る
「
た
ん
ぱ
く
質
」
を
し
っ
か

り
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

③
お
口
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
噛
ん
で
、
で
き
れ
ば
毎

日
お
し
ゃ
べ
り
を
。

煙
毎
食
後
、
寝
る
前
に
歯
を
磨
き
ま

し
ょ
う
！

お
口
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
予
防
に
有
効

で
す
。
毎
食
後
、
寝
る
前
の
歯
磨
き
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
義
歯
の
清
掃
も
と

て
も
大
切
で
す
。

煙
お
口
の
周
り
の
筋
肉
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
お
し
ゃ
べ
り
も
大
切
で
す
。

お
口
の
不
活
動
も
問
題
で
す
。
１
日

３
食
、
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ

う
。
噛
め
る
人
は
意
識
し
て
、
少
し
歯

ご
た
え
の
あ
る
食
材
を
選
ぶ
こ
と
も
大

切
で
す
。

自
粛
生
活
で
は
人
と
話
す
機
会
が
減

り
、
お
口
の
力
が
衰
え
る
こ
と
も
。
電

話
も
活
用
し
、
意
識
し
て
会
話
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
鼻
歌
を
歌
う
、

早
口
言
葉
も
お
す
す
め
で
す
。

④
家
族
や
友
人
と
の
支
え
合
い
が
大

切
で
す
！

煙
孤
独
を
防
ぐ
！

近
く
に
い
る
者
同
士
や
電
話
な
ど

を
利
用
し
た
交
流
を
。

高
齢
者
で
は
人
と
の
交
流
は
と
て
も

大
切
で
す
。
外
出
し
に
く
い
今
の
状
況

こ
そ
、
家
族
や
友
人
が
互
い
に
支
え
合

い
、
意
識
し
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
挨
拶
や
会
話
も
大
切

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
正
し
い
最
新
情
報
の
共
有
も
、

ト
ラ
ブ
ル
や
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

煙
買
い
物
や
生
活
の
支
援
、
困
っ
た

と
き
の
支
え
合
い
を
。

食
材
や
生
活
用
品
の
買
い
物
、
病
院

へ
の
移
動
な
ど
に
困
っ
た
際
に
、
助
け

を
呼
べ
る
相
手
を
あ
ら
か
じ
め
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
事
前
に
話
し
合
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについて、「事前予約」を行って
います。お待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。予約相談希望日の１力月前から
前日まで受付しています。
お申込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳や年金証書など）をご用意ください。
ご予約の方法は、全国共通の予約専用受付電話（ ０５７０−０５−４８９０）または飯田年金事務所へ電話・
来訪時にお申込みください。

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金かかかかかかかかかかららららららららららののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知らららららららららら国民年金からのお知ら せせせせせせせせせせせ鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮
の事態が発生すると、 障害基礎年金や遺族基礎年金を受けら
れない揚合があります。
経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場

合、保険料の納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や
「納付猶予制度（５０歳未満）」がありますので、役場住民税務課
の国民年金窓口で手続きをしてください。申請書は、窓口に備
え付けてあります。
令和２年度分（令和２年７月分から令和３年６月分まで）の

免除等の受付は令和２年７月１日から開始されます。また、申
請時点の２年１力月前の月分までさかのぼって申請することが
できます。
失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの申請を忘れていた期間が

ある方、また今般の感染症の影響により所得急減により保険料納付が困難な方等は、役場の国
坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

民年金窓口、または年金事務所へご相談ください。

【問い合わせ先】 上記についてのご不明点、国民年金のご相談・手続き等については
役場 住民税務課 緯39−2001 または 飯田年金事務所 緯22−3641まで

国民年金保険料の免除申請等の手続きについて

年金相談・お手続きの際にはぜひご予約を！

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

春
季
大
会
の
中
止
に
つ
い
て

例
年
５
月
に
開
催
を
し
て
い
る
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
春
季
大
会
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
考

慮
し
て
中
止
と
い
た
し
ま
す
（
厚
生

部
・
分
館
長
会
に
て
決
定
）。
参
加

を
予
定
さ
れ
て
い
た
方
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
了
承
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
「
一
寸
法

師
」
や
「
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
」
が

ま
さ
か
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に
！
お
な
じ

み
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
思
わ
ぬ
展
開

に
ぐ
い
ぐ
い
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
全

５
話
、
１
話
２０
分
く
ら
い
で
読
み
切

れ
る
長
さ
で
、
大
変
読
み
や
す
い
作

品
で
す
。
２
０
２
０
年
本
屋
大
賞

（
全
国
書
店
員
が
選
ん
だ
い
ち
ば
ん
！

売
り
た
い
本
）
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
。

読
書
メ
ー
タ
ー（
４
／
１３
～
５
／

１３

１２
）

第
１
位
獲
得

む
か
し
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
に
、

死
体
が
あ
り
ま
し
た
。

青
柳
碧
人
著

公
民
館
蔵
書

今
月
の
一
冊
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新型コロナ感染拡大防止のため、博物館休館中

大鹿村中央構造線博物館たよ大鹿村中央構造線博物館たよりり
113322号号

2020年5月発行

中央構造線博物館は、新型コロナ感染拡大防止のため、一部の都道府県に「緊急事態宣言」
が発令されたことを受け、４月１０日より休館しております。４月中旬の時点では、５月６日ま
で休館ということになっていますが、国内外の情勢により、休館が延長となる可能性もありま
す。

博物館では以前より、岩石標本の写真や、詳細な解説をホームページ上に載せており、来館
していただかなくとも、博物館の展示内容がある程度はわかるようにはなっていますが、もう
少し基礎的なことから勉強したいという要望を耳にすることがよくあります。そこで、取り急
ぎ、適当な教材が出回っていないか、探してみたところ、以下のような動画がインターネット
上で無料公開されているのを見つけました。ただし、地学は定説がないことが多く、教材毎に
説明が違っていることも少なくありません。動画の説明が絶対的に正しいと考えず、あくまで
も自分で考えるための手がかりと思って利用していただくのが良いと思います。なお、どちら
の教材も、地学以外の講座もいろいろありますので、自分の興味のある分野のものがあれば、
視聴してみてはいかがでしょう？

煙NHK高校講座 地学基礎
https://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/chigakukiso/

煙放送大学オープンコースウェア(インターネット公開)「ダイナミックな地球(‘１６)」
https://vod.ouj.ac.jp/view/ouj/#/navi/vod?ca=５００

また、国内外の情勢を受けて、現在次々と、自宅学習用のデジタルコンテンツをまとめたサ
イトができてきています。ここでは、地質について学べる以下のサイトを紹介しておきます。

煙２０２０年「地質の日」限定企画 地質を楽しむデジタルコンテンツ
https://www.gsj.jp/geologyday/２０２０/homestudy.html

なお、４月１６日には、「緊急事態宣言」の対象が都道府県に拡大され、博物
館のある長野県内でも、不要不急の外出自粛が要請されるようになりました。
とはいえ、日々の健康維持のためには、１人、もしくは限られた人数での散歩
は必要なことと認められています。幸い、大鹿村は人口が少なく、面積が広い
ので、感染の危険なく散歩できる場所がたくさんあります。熊出没などには十
分お気をつけつつ、お出かけください。(宮崎)

TEL:(0265)39-2205
staff69@mtl-muse.com


